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毎
年
七
月
の
下
旬
に
東
京
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
し

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
が
行
な
わ

れ
る
。「
放
送
部
の
甲
子
園
」
と

い
わ
れ
る
大
会
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
校
放

送
部
は
今
年
も
宮
城
県
代
表
と

し
て
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
や
朗
読
な
ど
全
国
大
会

で
披
露
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
レ
ベ
ル
は
と
て
も
高
く
、

出
品
さ
れ
る
番
組
も
面
白
い
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
決
勝
と
も

な
る
と
、プ
ロ
と
比
べ
て
も
遜

色
な
い
作
品
が
ず
ら
り
と
な
ら

ぶ
。

　

そ
ん
な
大
会
の
内
容
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
一
番
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
会
場
で
審
査
の

結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
高
校
生

た
ち
の
様
子
で
あ
る
。
そ
の
笑

顔
も
涙
も
み
ん
な
一
生
懸
命
活

動
し
て
い
る
証
し
な
の
だ
。

　

文
化
部
と
い
う
と
、
と
か
く

軽
く
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
放
送

部
の
活
動
は
結
構
た
い
へ
ん
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
活
動
も
特

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
時

期
は
定
期
考
査
と
期
間
が
重
な

る
た
め
、
そ
の
直
前
は
も
の
す

ご
い
忙
し
さ
に
な
る
。
番
組
づ

く
り
も
こ
の
時
期
が
勝
負
で
あ

り
、
な
ん
と
か
締
切
り
に
間
に

合
わ
せ
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
全
力
を

尽
く
す
。
わ
れ
わ
れ
が
や
っ
て

い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
の
制

作
は
、
取
材
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
内
容
に
よ
っ
て
構
成

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
頻

繁
に
あ
る
の
で
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
ま
と
ま
ら
ず
、
頭
を

悩
ま
す
こ
と
が
多
い
。
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
そ
れ
で
も
よ

り
よ
い
番
組
を
完
成
さ
せ
よ
う

と
生
徒
た
ち
は
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

工
夫
を
凝
ら
す
。
完
成
ま
で
は

い
つ
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
ど
お
し
だ

が
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
時
の

喜
び
は
何
物
に
も
か
え
が
た
い
。

　

今
年
、
自
ら
の
番
組
で
全
国

大
会
の
出
場
権
を
勝
ち
と
っ
た

わ
が
部
の
部
長
は
「
こ
の
番
組

に
今
ま
で
の
私
の
全
て
を
注
ぎ

込
ん
だ
ん
で
す
」
と
言
い
、
全

国
大
会
の
出
場
を
と
て
も
喜
ん

で
い
た
。
仲
間
た
ち
と
協
力
し

合
っ
て
ひ
と
つ
の
事
に
あ
た
り
、

全
力
を
出
し
切
っ
て
そ
れ
を
や

り
遂
げ
る
。
高
校
時
代
に
「
全

力
を
出
し
切
っ
て
ひ
と
つ
の
こ

と
に
取
り
組
め
た
」
と
言
い
切

れ
る
よ
う
な
経
験
が
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
だ
と

思
う
。
そ
う
い
う
努
力
が
毎
年

全
国
各
地
で
な
さ
れ
、
み
ん
な

同
じ
思
い
で
全
国
を
目
指
し
、

東
京
に
集
ま
っ
て
き
て
い
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ

た
。

　

わ
れ
わ
れ
も
、
さ
ら
に
上
を

目
指
し
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

全国大会にて

榴ケ岡高等学校教諭　細越　康伸

「
安
息
日
を
心
に
留
め
、こ
れ

を
聖
別
せ
よ
」

（
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
八
〜
十
一
節
）

　

キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
を
、そ
れ
以
外
の
時
間

の
中
断
と
し
て
説
明
し
た
の
は
、一
九
世
紀
ド

イ
ツ
最
大
の
神
学
者
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ

ハ
ー
で
す
。ま
さ
に
そ
の
通
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。私
た
ち
の
大
学
も
毎
日
十
時
か
ら

三
十
分
授
業
や
仕
事
を
中
断
し
て
礼
拝
を
捧

げ
て
い
ま
す
。一
般
の
教
会
の
日
曜
日
の
朝
の

礼
拝
も
同
様
で
す
。週
日
の
働
く
生
活
、あ
る

い
は
能
動
的
な
生
活
を
中
断
し
て
、わ
れ
わ
れ

の
働
き
を
止
め
て
、神
の
前
に
徹
底
し
て
受
動

的
な
姿
勢
を
と
り
つ
つ
立
つ
、そ
れ
が
教
会
の

礼
拝
で
す
。じ
っ
さ
い
日
曜
日
ご
と
に
、七
日

ご
と
に
、仕
事
を
休
ん
で
礼
拝
を
す
る
と
い
う

時
間
の
サ
イ
ク
ル
は
聖
書
か
ら
来
た
も
の
で

す
。い
ま
や
、七
日
に
一
回
休
む
と
い
う
恩
恵

に
み
ん
な
が
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
。旧
約
聖
書

の
十
戒
に
は
、安
息
日
に
は
、家
族
だ
け
で
な

く
、男
女
の
奴
隷
、寄
留
の
外
国
人
、そ
れ
に
家

畜
ま
で
、み
な
休
む
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
に
し
て
神
に
礼
拝
を
さ
さ
げ
る

日
、そ
れ
が
安
息
日
で
し
た
。ホ
リ
デ
ー
は

ホ
ー
リ
ー
・
デ
ー
か
ら
来
た
こ
と
を
改
め
て
私

た
ち
は
思
い
起
こ
し
た
い
も
の
で
す
。

　

中
断
の
一
つ
の
意
味
は
、い
ま
自
分
が
手

が
け
て
い
る
も
の
か
ら
手
を
離
す
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、た
と
え
そ
の
仕
事
が
自
分
に
も
社

会
に
も
ど
ん
な
に
大
切
で
あ
っ
て
も
、絶
対

の
も
の
で
は
な
い
、そ
れ
以
上
の
も
の
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。働
く
生
活
、学
ぶ
生
活
、

教
え
る
生
活
、い
ろ
ん
な
生
活
が
あ
り
ま
す
。

面
白
く
て
た
ま
ら
な
い
人
も
い
れ
ば
、嫌
に

な
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。ど
ち
ら
に
し
て

も
、絶
対
で
は
な
い
、振
り
回
さ
れ
た
り
縛
ら

れ
た
り
し
な
い
、そ
れ
に
隷
属
し
な
い
、つ
ま

り
仕
事
や
趣
味
が
神
で
は
な
い
。そ
う
で
は

な
く
て
、私
た
ち
が
そ
の
日
常
生
活
を
中
断

し
て
今
そ
の
前
に
立
っ
て
い
る
方
こ
そ
、私

た
ち
の
神
で
あ
り
、こ
の
世
界
の
主
で
あ
る

と
い
う
こ
と
、そ
の
表
現
が
中
断
と
し
て
の

礼
拝
で
す
。

　

中
断
と
し
て
の
礼
拝
に
お
い
て
、私
た
ち

は「
本
当
の
神
」に
出
会
う
だ
け
で
は
な
く
て
、

同
時
に「
本
当
の
自
分
」に
向
き
合
う
の
で
す
。

ふ
だ
ん
の
人
間
関
係
の
中
で
生
き
て
い
る
自

分
だ
け
が
自
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
を

離
れ
て
孤
独
に
な
っ
て
裸
の
自
分
に
向
き
合

う
場
、そ
れ
が
礼
拝
で
す
。共
に
礼
拝
を
さ
さ

げ
な
が
ら
、私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
自
分

に
出
会
う
の
で
す
。毎
日
の
生
活
で
忘
れ
て

い
る
、見
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
、そ
ん
な
本

当
の
自
分
に
出
会
い
ま
す
。神
の
言
葉
の
前

に
、聖
書
の
言
葉
の
前
に
、自
分
が
さ
ら
さ
れ

る
と
き
、そ
の
時
、私
た
ち
は
本
当
の
自
分
に

出
会
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。し
か
し
そ

れ
に
よ
っ
て
、い
っ
た
ん
中
断
さ
れ
た
働
く

生
活
に
新
し
い
意
味
が
与
え
ら
れ
ま
す
。神

の
前
の
本
当
の
自
分
、裸
の
自
分
に
出
会
う

こ
と
に
よ
っ
て
、私
た
ち
の
共
に
生
き
る
日

常
の
生
活
に
も
、新
し
い
意
味
と
力
と
方
向

が
与
え
ら
れ
る
の
で
す
。

〈
キ
リ
ス
ト
教
学
科
長　

佐
藤　

司
郎
〉

中
断
と
し
て
の
礼
拝 

　

秋
は
じ
め
の
九
月
上
旬
、
県
内

の
高
校
や
中
学
校
で
は
文
化
祭
の

シ
ー
ズ
ン
。
本
学
院
で
も
榴
ケ
岡

高
等
学
校
の
�
榴
祭
�
が
九
月
五

日
、
六
日
と
中
学
高
等
学
校
の

�
学
院
祭
�
が
九
月
六
日
、
七
日

の
両
日
催
さ
れ
、
他
校
の
生
徒
や

父
母
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

今
年
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
た

榴
祭
は
、
「
榴
・
榴
・
榴
、
榴
３

つ
で
ギ
ュ
ー
ン
ッ
て
や
っ
て
メ

キ
ッ
っ
て
や
っ
て
ソ
イ
ヤ
祭
」
を

テ
ー
マ
に
、
生
徒
た
ち
の
日
頃
の

活
動
成
果
の
発
表
や
趣
向
を
凝
ら

し
た
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

初
日
の
校
内
発
表
で
は
、
榴
ケ
岡

高
校
卒
業
生
で
宮
城
県
産
業
経
済

部
農
村
基
盤
計
画
課
の
郷
古
雅
春

氏
（
昭
和　

年
卒
）
を
招
い
て
講

５３

演
会
が
行
わ
れ
、
同
氏
の
話
に
在

校
生
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
続
く
翌
日
か
ら
の

一
般
公
開
で
は
各
ク
ラ
ス
や

文
化
部
、
運
動
部
毎
に
展
示

や
出
店（
写
真
上
）が
軒
を
連

ね
て
呼
び
込
み
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
二
日
間
に
わ
た
っ
た

�
榴
祭
�
は
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

　

一
方
、
四
十
四
回
目
と
な

る
中
学
高
等
学
校
の
学
院
祭

は
、
予
定
の
日
程
と
内
容
を

一
部
変
更
し
て
行
わ
れ
た
が
、

父
母
や
他
校
の
生
徒
な
ど
が

訪
れ
、
各
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
初
日
は
中
学
弁
論
大
会
を
は

じ
め
、
学
内
で
展
示
発
表
が
な
さ

れ
、
午
後
の
一
般
公
開
で
は
吹
奏

楽
部（
写
真
下
）・
音
楽
部
の
発
表

や
昨
年
に
続
い
て
生
徒
会
企
画
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
団
体
）
代

表
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
公
開
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
礼
拝
堂
正

面
付
近
に
は
バ
ザ
ー
や
出
店
が
軒

を
連
ね
活
況
を
呈
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
、
来
春
開
校
予

定
の
法
科
大
学
院
の
受
験
者
を
対

象
と
し
た
「
平
成
十
五
年
度
法
科

大
学
院
適
性
試
験
」
（
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
本
学
土
樋

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
（
写

真
）
。
東
北
地
区
で
は
東
北
学
院

大
学
と
東
北
大
学
の
会
場
で
行
わ

れ
、
本
学
で
は
二
百
六
十
一
人
が

受
験
し
、
第
一
部
「
推
論
・
分
析

力
」
、
第
二
部
「
読
解
・
表
現

力
」
の
試
験
に
挑
ん
だ
。
同
試
験

は
、
法
科
大
学
院
で
期
待
さ
れ
る

勉
学
の
質
と
量
に
対
応
で
き
る
適

性
・
能
力
・
資
質
を
評
価
す
る
試

験
で
、
九
月
以
降
に
本
人
へ
結
果

通
知
の
後
、
法
科
大
学
院
の
入
学

試
験
を
受
験
す
る
。

　

適
性
試
験
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
と
日
弁
連
法
務
研
究
財
団
が

実
施
し
た
が
、
本
学
で
は
平
成
十

六
年
度
入
学
者
に
つ
い
て
は
ど
ち

ら
の
適
性
試
験
に
よ
る
結
果
で
も

よ
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
学
法
科
大
学
院
の
平

成
十
六
年
度
入
学
者
選
抜
は
、
前

期
日
程
（
一
月
十
一
日
、
十
二

日
）
と
後
期
日
程
（
三
月
二
日
、

三
日
）
の
二
回
を
予
定
し
て
い
る
。

　

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
で
元

理
事
・
副
学
長
・
法
学
部
長
の
斎

藤
秀
夫
先
生
が
、
九
月
六
日
に
逝

去
さ
れ
た
。
九
十
四
歳
。

　

斎
藤
先
生
は
、
昭
和
八
年
東
北

大
学
法
文
学
部
法
律
学
科
卒
、
同

八
年
同
大
学
講
師
、
助
教
授
を
経

て
同
二
十
四
年
に
法
文
学
部
教
授
。

同
二
十
八
年
同
大
学
法
学
部
長
な

ら
び
に
大
学
院
法
学
研
究
科
科
長

な
ど
を
歴
任
し
、
広
く
法
曹
界
の

重
鎮
を
占
め
ら
れ
た
。
同
四
十
八

年
本
学
に
法
学
部
教
授
な
ら
び
に

法
学
部
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
同

五
十
六
年
か
ら
は
副
学
長
（
学
務

担
当
）
に
就
任
、
平
成
十
二
年
三

月
ま
で
理
事
と
し
て
も
尽
力
さ
れ

た
。
法
学
博
士
、
東
北
大
学
名
誉

教
授
で
、
昭
和
五
十
六
年
に
勲
二

等
旭
日
重
光
章
を
受
章
。

　

先
生
の
葬
儀
は
、
九
月
十
日
に

仙
台
市
内
の
斎
苑
（
青
葉
区
）
で

執
り
行
わ
れ
、
本
学
関
係
者
や
教

え
子
な
ど
多
数
が
参
列
し
た
。

遺
族　

仙
台
市
泉
区
南
光
台
南
二

―
三
―
二
九

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

恒
夫
様

　

元
法
学
部
教
授
の
加
藤
永
一
先

生
が
、
八
月
二
十
一
日
逝
去
さ
れ

た
。
七
十
七
歳
。

　

加
藤
先
生
は
、
昭
和
二
十
五
年

東
北
大
学
法
学
部
卒
、
同
二
十
八

年
同
大
学
講
師
、
同
三
十
九
年
助

教
授
、
同
四
十
四
年
教
授
。
平
成

元
年
に
東
北
学
院
大
学
法
学
部
教

授
に
迎
え
ら
れ
、
同
六
年
定
年
退

職
後
も
嘱
託
教
授
を
務
め
た
。

遺
族　

仙
台
市
青
葉
区
旭
ヶ
丘
三

丁
目
一
三
―
一
六

加
藤　

裕
子
様

　

教
養
学
部
教
授
の
伊
澤
長
俊
先

生
が
、
九
月
二
日
逝
去
さ
れ
た
。

四
十
四
歳
。

　

伊
澤
先
生
は
、
昭
和
五
十
七
年

東
京
芸
術
大
学
音
楽
部
器
楽
科
卒
、

同
五
十
九
年
同
大
学
院
音
楽
研
究

科
オ
ル
ガ
ン
専
攻
卒
、
同
年
四
月

に
東
北
学
院
大
学
教
養
部
助
手
と

し
て
迎
え
ら
れ
、
同
六
十
二
年
講

師
、
平
成
五
年
助
教
授
、
同
十
二

年
教
授
。

　

伊
澤
先
生
は
、
大
学
に
お
け
る

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
礼
拝
を
は
じ
め
、

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
や
宗
教
音
楽
の

夕
べ
な
ど
各
種
の
催
し
の
オ
ル
ガ

ン
奏
者
を
務
め
、
東
北
各
地
の
教

会
や
市
民
の
た
め
に
数
々
の
演
奏

活
動
を
広
く
行
っ
た
。
平
成
八
年

に
宮
城
県
芸
術
選
奨
新
人
賞
を
受

賞
。

遺
族　

仙
台
市
太
白
区
八
木
山
緑

町
一
一
―
一
五

　
　
　
　
　
　
　

伊
澤
ち
え
子
様

元
法
学
部
教
授

加
藤
永
一
氏
逝
去

教
養
学
部
教
授

伊
澤
長
俊
氏
逝
去

　

本
学
中
学
・
高
等
学
校
事
務
長

補
佐
阿
部
信
行
殿
に
は
、
七
月
二

十
五
日
逝
去
さ
れ
た
。
六
十
三
歳
。 　

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年

東
北
学
院
大
学
文
経
学
部
経
済
学

科
中
退
、
株
式
会
社
東
京
文
化
商

事
勤
務
を
経
て
、
同
四
十
七
年
東

北
学
院
中
学
・
高
等
学
校
事
務
室

勤
務
、
同
五
十
七
年
同
事
務
長
補

佐
。

遺
族　

仙
台
市
青
葉
区
土
樋
一
丁

目
一
〇
―
一
二

広
瀬
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
２
０
４
号

　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

洋
子
様

中
学
・
高
校
事
務
長
補
佐

阿
部
信
行
氏
逝
去

　

七
月
十
八
日
、
十
九
日
の
両
日
、

利
府
町
の
キ
リ
ス
ト
教
森
郷
キ
ャ

ン
プ
場
に
て
年
長
児
を
対
象
と
し

た
一
泊
保
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
午
前
中
ま
で
雨
が
降
り
、

空
を
見
上
げ
て
は
た
だ
祈
る
ば
か

り
で
し
た
が
、出
発
す
る
時
に
は

雨
も
上
が
り
子
供
た
ち
も
お
家
の

方
も
、教
職
員
も
大
喜
び
。期
待
と

少
し
の
不
安
が
見
え
隠
れ
す
る
中
、

バ
ス
に
乗
り
込
み
出
発
し
て
い
き

ま
し
た
。到
着
後
開
会
礼
拝
を
守

り
二
日
間
の
無
事
を
祈
り
、プ
ロ

グ
ラ
ム
は
野
外
炊
飯
へ
と
続
い
て

い
き
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
は
子
供

た
ち
の
大
好
き
な
カ
レ
ー
で
す
。

保
育
内
で
も
幼
稚
園
で
収
穫
さ
れ

た
き
ゅ
う
り
等
を
ナ
イ
フ
で
切
っ

て
い
た
経
験
も
あ
り
、器

用
に
じ
ゃ
が
芋
、人
参
、

玉
葱
を
切
っ
て
い
き
ま

し
た
。中
に
は
玉
葱
を
切

り
涙
ぐ
む
子
も
見
ら
れ

ま
し
た
。出
来
上
が
り
を

待
っ
て
い
る
間
、斜
面
登

り（
写
真
）や
散
歩
を
し

た
り
と
森
郷
を
満
喫
し

て
い
る
と
、カ
レ
ー
の
美

味
し
そ
う
な
香
り
が

キ
ャ
ン
プ
場
に
立
ち
込

め
、夕
食
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
作
り
、自
然

の
中
で
食
べ
る
カ
レ
ー
は
格
別
で
、

お
か
わ
り
を
す
る
子
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
今
に
も
雨
が
降
り

そ
う
な
空
に
、カ
ッ
パ
を
着
て
の

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
な
り
ま

し
た
が
、火
を
囲
ん
で
歌
を
う
た
っ

た
り
、教
師
に
よ
る
出
し
物
を
見
た

り
、締
め
く
く
り
に
は
花
火
を
し
て

楽
し
い
夜
を
過
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
生
憎
の
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
室
内
で
生
き
物
観

察
を
し
、
大
き
な
ガ
マ
ガ
エ
ル
や

青
大
将
（
ヘ
ビ
）
が
出
て
来
る
と

一
斉
に
歓
声
が
上
が
り
、
生
態
に

つ
い
て
の
説
明
の
後
、
早
速
触
り

出
す
子
や
お
そ
る
お
そ
る
覗
き
込

む
子
と
反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た

が
、
多
く
の
子
が
ヘ
ビ
を
首
に
巻

き
、
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
Ｖ
サ
イ

ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

家
か
ら
離
れ
て
自
然
の
中
で
友

達
と
力
を
合
わ
せ
て
様
々
な
経
験

を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
一
段
と

た
く
ま
し
さ
を
増
し
、
出
迎
え
の

心
配
そ
う
な
父
母
と
は
う
ら
は
ら

に
元
気
一
杯
の
笑
顔
で
一
泊
保
育

を
終
え
ま
し
た
。　
　
〈
幼
稚
園
〉
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元
理
事
・
副
学
長
・
法
学
部
長

斎
藤
秀
夫
先
生
逝
去
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は
じ
め
て
の
お
泊
り

幼　

稚　

園

各
校
で
文
化
祭
シ
ー
ズ
ン

榴
祭
と
学
院
祭
を
開
催

法
科
大
学
院
適
性
試
験
を

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施


